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昨
年
９
月
、
各
務
原
の
魅
力
発
信
を

目
的
に
オ
ー
プ
ン
し
た
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
、

「O
U

R  FAVO
RITE  KA

KA
M

IG
A

H
A

RA

」

（
以
下
Ｏ
Ｆ
Ｋ
）。
市
内
の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン

や
人
気
の
お
店
、注
目
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、

魅
力
的
な
「
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
コ
ト
」
を
ピ
ッ

ク
ア
ッ
プ
し
て
掲
載
す
る
サ
イ
ト
で
す
。

　

Ｏ
Ｆ
Ｋ
は
市
が
運
営
す
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
で
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
を

取
材
し
記
事
を
書
い
て
い
る
の
は
、
年
齢

や
仕
事
、
住
む
地
域
も
バ
ラ
バ
ラ
の
皆
さ

ん
。
各
務
原
を
Ｐ
Ｒ
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
記
者
「
Ｏ
Ｆ
Ｋ
ラ
イ
タ
ー
」
と
し
て
、

各
務
原
の
魅
力
発
掘
・
発
信
の
た
め
に
活

動
し
て
い
ま
す
。

「
市
民
の
目
」で
と
ら
え
た
魅
力

　

現
在
、
登
録
さ
れ
て
い
る
Ｏ
Ｆ
Ｋ
ラ
イ

タ
ー
は
22
人
。
事
前
に
取
材
に
関
す
る
研

修
を
受
け
、
実
際
に
店
舗
な
ど
に
行
っ
て

取
材
し
、
記
事
を
書
い
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
は
市
内

の
居
酒
屋
や
ラ
ー
メ
ン
店
、
フ
ラ
ン
ス
料

理
店
か
ら
商
店
街
の
ス
ー
パ
ー
ま
で
、
多

種
多
様
な
お
店
が
登
場
し
て
き
ま
し
た
。

ど
の
記
事
も
、
ラ
イ
タ
ー
が
肌
で
感
じ
た

店
の
思
い
や
こ
だ
わ
り
な
ど
が
、
臨
場
感

た
っ
ぷ
り
の
文
章
で
紹
介
さ
れ
、
読
み
応

え
バ
ツ
グ
ン
。
行
政
と
は
違
う
「
市
民
目

線
の
生
の
声
が
と
て
も
分
か
り
や
す
い
」

と
支
持
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

Ｏ
Ｆ
Ｋ
ラ
イ
タ
ー
が
取
材
し
て
描
き
上

げ
た
、
市
の
魅
力
が
詰
ま
っ
た
ウ
ェ
ブ
サ

イ
トhttp://ourfavorite-kakam

igahara.
jp/

を
、
ぜ
ひ
チ
ェ
ッ
ク
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
ラ
イ
タ
ー
に
興
味
が
あ
る
方
は

左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

詳
細　

広
報
課
☎
０
５
８（
３
８
３
）７
２

４
２

市
民
の
チ
カ
ラ
で

「
ま
ち
の
魅
力
」を
発
信

TOPIC
01

ウェブサイトは SNS とも連携、広
く各務原の魅力を発信している

※村瀬さんが手がけた記事は、12 月ごろウェブサイトに掲載予定。
　ぜひご覧ください。

11 月 3 日の「マーケット日和」で、OFK
ライターとして取材する今井大樹さん

Ｏ
Ｆ
Ｋ
ラ
イ
タ
ー

「まちを PR できるのは行政だけじゃない」。

今、自由な発想や斬新なアプローチで

まちの魅力を高め、発信する若い世代が増え、

さまざまな場面で活躍しています。

ネットや SNS、そして人のつながりを武器に

「かかみがはら」の名前を広く発信する―

そんな若者たちの姿をお伝えします。

「どんなふうにライターが取材しているかを見てみたい！」ということで、
実際に OFK ライター・村瀬恵里佳さんの取材に密着しました。
これが初の取材となる、村瀬さんの取材＆執筆の一日をご覧ください。

01 イ ン タ ビ ュ ー

02 写 真 撮 影

03 原 稿 執 筆

WRITERSHOP/ 協力店舗

この日の取材は、今年 8 月にオープン
したばかりの市内のパン屋さんです。
まずはお店の方へのインタビュー。商
品や素材へのこだわり、経歴や店名の
由来に至るまでしっかり質問します。
取材がお店の邪魔にならないように、
細心の注意を払います。

インタビューの後は、ウェブサイトに
掲載する写真の撮影。

「写真は文章以上にモノを言う」と言
われるほど重要なポイントだけに、一
枚一枚集中して撮影します。

写真を撮り終えたら、取材は終了！
専用のウェブサイトから、OFK に掲載する記
事を書き込みます。
書いた記事は、そのまま掲載されるのではなく、
専門のスタッフが内容をチェック。必要があれ
ば修正を加え、ウェブサイトにアップします。

村瀬 恵里佳 さん
MURASE Erika
OFK ライター

「河川環境楽園夏フェス」のボラン
ティアスタッフなどを経て、OFK
ライターに。
今年、美濃加茂市から各務原市に移
住し、各務原の魅力を発掘中。

各務原の小さなパン屋

ソラネズミ
SORANEZUMI

飛行機好きが高じて、名古屋市から
各務原市に移住した夫婦が経営する
パン屋。人気のクリームパンのほか、
店頭には約 40 種類のパンが並ぶ。

（鵜沼朝日町 5）
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6

に
驚
き
ま
し
た

戸
髙　
「
こ
ん
な
こ
と
や
り
た
い
」と
思
っ

て
も
、
一
人
で
は
実
現
で
き
な
い
こ
と
も

多
い
。「
み
ん
な
で
フ
ラ
ッ
ト
に
話
す
こ

と
で
新
し
い
こ
と
が
生
ま
れ
る
」
そ
ん
な

期
待
が
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。

長
縄　

若
い
人
、
初
め
て
会
う
人
た
ち
が

「
ま
ち
」
に
つ
い
て
語
り
合
う
。
参
加
し

て
も
ら
え
れ
ば
、「
何
か
が
起
き
て
い
る
」

こ
と
を
感
じ
て
も
ら
え
る
と
思
い
ま
す
。

戸
髙　

こ
れ
ま
で
に
、
写
真
撮
影
や
稲
刈

り
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
、
実
際
に
寄

り
合
い
で
出
た
ア
イ
デ
ア
を
実
現
し
ま

し
た
。
寄
り
合
い
の
模
様
は
、YouTube

な
ど
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
も
配
信
し
て
い
ま
す
。

良
い
も
の
を
、つ
な
げ
・
伝
え
る

長
縄　

学
び
の
森
も
そ
う
で
す
が
、
各
務

原
に
は
、
た
く
さ
ん
良
い
も
の
が
あ
る
。

た
だ
、
そ
れ
を
生
か
せ
て
い
な
い
ん
じ
ゃ

な
い
か
と
。

戸
髙　

良
い
例
が
、
こ
の
夏
か
ら
ス
タ
ン

ド
で
販
売
し
て
い
る
「
か
か
み
が
は
ら
サ

ン
ド
」
で
す
ね
。

長
縄　

市
内
の
製
粉
会
社
や
ニ
ン
ジ
ン
生

産
者
、
パ
ン
屋
な
ど
、
魅
力
が
あ
り
な
が

ら
知
ら
れ
て
い
な
い
素
材
を
マ
ッ
チ
ン
グ

し
て
商
品
を
生
み
出
し
ま
し
た
。単
に「
お

い
し
い
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
を
作
る
」
だ
け
で

は
な
く
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
そ
れ
ぞ
れ
の
素

材
に
つ
い
て
記
載
し
、「
ち
ゃ
ん
と
伝
え

る
」
こ
と
を
意
識
し
て
い
ま
す
。

戸
髙　

市
内
に
魅
力
的
な
店
が
も
っ
と
増

え
て
ほ
し
い
し
、
魅
力
が
あ
る
店
は
も
っ

と
広
く
伝
え
て
い
き
た
い
。

長
縄　

お
店
と
お
店
、
点
を
つ
な
げ
て
い

く
こ
と
で
、
面
、
エ
リ
ア
全
体
を
お
も
し

ろ
く
す
る
。
今
も
、
新
し
い
マ
ッ
チ
ン
グ

を
企
画
中
で
す
。

行
政
と「
二
人
三
脚
」

―
―
行
政
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
、
ど
う

お
考
え
で
す
か
？

長
縄　

い
つ
も
言
っ
て
い
る
の
は
、「
行

政
だ
か
ら
、
民
間
だ
か
ら
で
き
る
・
で
き

な
い
こ
と
が
あ
る
」
と
い
う
こ
と
。
例
え

ば
、
私
た
ち
は
学
び
の
森
の
よ
う
な
公
園

は
作
れ
ま
せ
ん
。
た
だ
、
そ
の
活
用
に
関

し
て
は
民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
つ
私
た
ち

に
得
意
な
部
分
が
あ
る
、と
い
う
よ
う
に
。

戸
髙　

単
純
に
行
政
に
要
望
す
る
、
と
い

う
こ
と
で
は
な
く
て
、
行
政
側
の
動
き
や

事
情
も
把
握
し
た
上
で
、
そ
れ
に
合
わ
せ

て
事
業
を
考
え
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

長
縄　

行
政
と
二
人
三
脚
で
、
ま
ち
を
盛

り
上
げ
て
い
け
れ
ば
ベ
ス
ト
で
す
ね
。

―
―
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

―
―
団
体
設
立
の
経
緯
は
？

長
縄　

２
年
前
の
「
マ
ー
ケ
ッ
ト
日
和
」

で
企
画
委
員
を
務
め
た
メ
ン
バ
ー
が
母
体

で
す
。
昨
年
、
一
般
社
団
法
人
と
な
り
、

11
月
に
「
カ
カ
ミ
ガ
ハ
ラ
ス
タ
ン
ド
」（
以

下
ス
タ
ン
ド
）
を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

―
―
オ
ー
プ
ン
か
ら
１
年
が
経
ち
ま
し
た

長
縄　

め
ま
ぐ
る
し
い
一
年
で
し
た（
笑
）

戸
髙　
「
公
園
の
使
い
方
が
変
わ
っ
て
き

た
」
こ
と
を
感
じ
ま
す
ね
。

長
縄　

そ
う
。
芝
生
に
シ
ー
ト
を
敷
い
て

く
つ
ろ
ぐ
フ
ァ
ミ
リ
ー
が
増
え
た
。
実
は

以
前
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
か
っ
た
光
景
な

の
で
、
嬉
し
い
で
す
ね
。

「
や
り
た
い
こ
と
」を
形
に

―
―
ス
タ
ン
ド
を
拠
点
に
、
個
性
的
な
取

組
が
多
く
企
画
さ
れ
て
い
ま
す
ね

戸
髙　

毎
月
、
第
１
水
曜
日
の
夜
に
、「
寄

り
合
い
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
職
業
も

何
も
関
係
な
く
、
集
ま
っ
て
「
各
務
原
を

お
も
し
ろ
く
す
る
」
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合

う
、
と
い
う
取
組
で
す
。

―
―
20
代
前
後
の
若
い
世
代
が
多
い
こ
と

1. ワークショップで子どもたちが撮影した写真が壁に並ぶ  2・3. 緑豊かな学びの森にある「KAKAMIGAHARA STAND」  4. 9 月に開催された「星空キャンプ」

1

4

2

5

3

5. 人のつながりで生まれた「かかみがはらサンド」6.「寄り合い」のようす

長縄尚史 さん（右）
NAGANAWA Hisashi
一般社団法人かかみがはら
暮らし委員会・代表理事
暮らし委員会の設立以前から関わる理事の
一人。市内で美容院を経営する。

戸髙翼 さん（左）
TODAKA Tsubasa
一般社団法人かかみがはら
暮らし委員会・事務局長
2017 年 4 月から暮らし委員会のメンバーに。
事務局長としてイベントの企画などを担当。

人
が
つ
な
が
り

「
大
き
な
チ
カ
ラ
」を
生
む

TOPIC
02

か
か
み
が
は
ら
暮
ら
し
委
員
会

学
び
の
森
内
の
カ
フ
ェ
「K

カ

カ

ミ

ガ

ハ

ラ

A
KA

M
IG

A
H

A
RA

 S

ス
タ
ン
ド

TA
N

D

」
を
運
営
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
仕
掛
け
る
団
体
が
あ
り
ま
す
。

「
か
か
み
が
は
ら
暮
ら
し
委
員
会
」
―
職
業
や
年
代
を
越
え
、
人
が

集
ま
り
、
各
務
原
を
良
く
す
る
た
め
の
ア
イ
デ
ア
を
話
し
合
う
。

行
政
と
民
間
、
そ
し
て
市
民
。
そ
れ
ぞ
れ
、
今
何
を
す
べ
き
な
の
か
。

団
体
の
キ
ー
マ
ン
２
人
に
、
そ
の
活
動
や
思
い
を
聞
き
ま
し
た
。

「一 人 で は で き な い こ と を 形 に で き る 場 所」（戸高）「点 と 点 か ら 面 に 。 エ リ ア 全 体 を も っ と お も し ろ く す る」（長縄）

か
か
み
が
は
ら
暮
ら
し
委
員
会
の
「
寄
り
合

い
」
は
誰
で
も
参
加
可
能
（
要
申
込
）。
詳
細

は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttp://m

ktbiyori.com
/

5　　　広報各務原12月 1日号 広報各務原12月 1日号　　　4



ASAKEN Report

毎
月
１
日
号
に
掲
載
し
ま
す

市長　浅野健司

　

航
空
機
産
業
界
を
巡
る
グ
ロ
ー
バ
ル

競
争
の
現
状
で
は
、
高
品
質
を
確
保
す

る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
世
界
の
企
業
を

相
手
に
、
価
格
競
争
に
も
打
ち
勝
つ
強

い
生
産
体
制
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
市
の
主
要

産
業
が
、
今
後
も
活
力
あ
ふ
れ
る
活
動

を
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
川
崎
岐
阜
協
同

組
合
の
企
業
の
皆
さ
ん
と
、
10
月
22
日

か
ら
米
国
に
出
向
き
、
航
空
機
産
業
市

場
の
動
向
を
調
査
し
て
き
ま
し
た
。

　

大
手
航
空
機
メ
ー
カ
ー
を
中
心
に
、

最
新
機
器
や
計
算
さ
れ
た
生
産
方
式
を

導
入
し
た
製
造
現
場
を
視
察
し
ま
し

た
。
そ
し
て
、意
見
交
換
で
は
、米
国
で

の
企
業
活
動
に
基
づ
く
生
の
声
を
聞

き
、
良
い
刺
激
を
受
け
ま
し
た
。
金
属

素
材
の
加
工
技
術
に
対
す
る
考
え
方

や
、
今
後
の
事
業
拡
大
に
関
す
る
戦
略

方
針
、
さ
ら
に
は
米
国
で
の
活
動
リ
ス

ク
を
確
認
す
る
な
ど
、
今
後
の
新
た
な

ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を
探
ろ
う
と
意
欲

的
な
発
言
が
続
き
ま
し
た
。

　

市
の
訪
問
団
が
、
世
界
の
企
業
を
相

手
に
「
ど
う
す
れ
ば
太
刀
打
ち
で
き
る

か
」
を
真
剣
に
考
え
る
姿
を
目
の
当
た

り
に
し
、大
変
頼
も
し
く
思
い
ま
し
た
。

　

私
も
市
長
と
し
て
、
現
地
企
業
の
最

新
状
況
を
確
認
す
る
と
同
時
に
、
市
内

企
業
の
販
路
開
拓
を
支
援
す
る
た
め
の

ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
行
い
ま
し
た
。特

に
、航
空
機
産
業
と
と
も
に
発
展
し
て

き
た
市
の
歴
史
、
長
年
の
経
験
で
培
っ

た
技
術
力
の
高
さ
を
紹
介
し
、
我
々
は

決
し
て
世
界
に
引
け
を
取
っ
て
い
な
い

こ
と
を
Ｐ
Ｒ
し
て
き
ま
し
た
。
訪
問
先

の
企
業
か
ら
各
務
原
に
関
心
を
寄
せ
る

発
言
も
あ
り
、
今
後
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ

チ
ン
グ
の
可
能
性
を
感
じ
ま
し
た
。

　

市
と
し
て
そ
の
時
々
の
ニ
ー
ズ
に

あ
っ
た
支
援
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
の

重
要
性
を
再
認
識
し
、
世
界
を
舞
台
に

活
躍
す
る
企
業
が
増
え
る
こ
と
を
期
待

さ
せ
ら
れ
る
訪
米
と
な
り
ま
し
た
。

アメリカ
航空宇宙産業研修会

　

消
防
団
は
、
消
防
組
織
法
に
基
づ
き
設

置
さ
れ
る
消
防
機
関
。
予
測
で
き
な
い
災

害
か
ら
地
域
を
守
る
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、

地
域
に
密
着
し
、
住
民
の
安
全
と
安
心
を

守
っ
て
い
ま
す
。

　

消
防
団
員
は
、
災

害
現
場
で
の
消
火
活

動
を
は
じ
め
、
地
震

や
風
水
害
な
ど
の
大

規
模
災
害
時
に
は
救

助
・
救
出
、
警
戒
巡

防 団 員
募 集

消

視
、
避
難
誘
導
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
常
時
に
は
、
応
急
手
当
の
普

及
指
導
や
住
宅
へ
の
防
火
指
導
、
特
別
警

戒
、
広
報
活
動
な
ど
幅
広
い
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

消
防
団
員
の
身
分
は
、
非
常
勤
特
別
職

の
地
方
公
務
員
で
す
。
団
員
に
は
、
年
報

酬
と
と
も
に
、
出
動
時
は
手
当
が
支
給
さ

れ
ま
す
。
ま
た
、
一
定
期
間
以
上
勤
務
し

て
退
団
し
た
場
合
は
、
退
職
報
償
金
が
支

給
さ
れ
ま
す
。

　

家
族
を
守
り
、
地
域
を
救
う
た
め
に
、

あ
な
た
の
力
が
必
要
で
す
。
市
内
在
住
ま

た
は
在
勤
、
在
学
で
、
18
歳
以
上
の
方
で

あ
れ
ば
、
ど
な
た
で
も
入
団
で
き
ま
す
。

　

現
在
、
女
性
消
防

団
員
も
募
集
し
て
い

ま
す
。
気
軽
に
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

詳
細　

消
防
本
部
総

務
課
☎
０
５
８
（
３

８
２
）
３
１
３
６

予
測
で
き
な
い
災
害
か
ら

地
域
を
守
る
リ
ー
ダ
ー

消
防
団
員
の
身
分
・
待
遇

平
成
30
年
度

新
規
消
防
団
員
募
集
！

かかみがはらオープンクラス

ＫＯＣ
ＮＥＷＳ

　

移
住
定
住
総
合
窓
口
「
か
か
み
が
は
ら

オ
ー
プ
ン
ク
ラ
ス
」（
以
下
Ｋ
Ｏ
Ｃ
）
で

は
、
各
務
原
で
の
「
ち
ょ
っ
と
い
い
暮
ら

し
」の
た
め
の
情
報
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

　

毎
週
、
土
・
日
曜
日
と
祝
日
に
は
、
不

動
産
業
者
に
よ
る
「
住
ま
い
相
談
」
を
開

催
。
ま
た
、
相
談
以
外
に
も
、
さ
ま
ざ
ま

な
イ
ベ
ン
ト
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催

し
て
い
ま
す
。

「
Ｋ
Ｏ
Ｃ  

Ｎネ

ス

ト

Ｅ
Ｓ
Ｔ
」始
動
！

　

12
月
か
ら
は
、新
た
な
取
組
と
し
て「
Ｋ

Ｏ
Ｃ  

Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
」
を
ス
タ
ー
ト
！ 

市
内

の
優
れ
た
ク
リ
エ
ー
タ
ー
を
発
掘
し
、
と

も
に
市
の
魅
力
を
ア
ッ
プ
し
て
い
く
た
め

の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　

市
が
選
考
し
た
市
内
の
ハ
ン
ド
メ
イ
ド

ク
リ
エ
イ
タ
ー
な
ど
が
、
月
替
わ
り
で
Ｋ

Ｏ
Ｃ
内
に
１
日
限
り
の
シ
ョ
ッ
プ
を
オ
ー

プ
ン
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
作
品
の
販
売

の
ほ
か
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
予

定
で
す
。

　
「
Ｋ
Ｏ
Ｃ  

Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
」
は
12
月
後
半
か

ら
毎
月
１
回
開
催
す
る
予
定
で
す
。「
Ｎ

Ｅ
Ｓ
Ｔ
」（
巣
）の
名
前
の
と
お
り
、
居
心

地
が
よ
く
、
ク
リ
エ
イ
タ
ー
が
卵
か
ら
孵

化
し
て
飛
び
立
っ
て
い
く
、
そ
ん
な
場
所

に
な
る
よ
う
企
画
し
て
い
ま
す
。
ご
期
待

く
だ
さ
い
！

営
業
日
時　

午
前
10
時
～
午
後
７
時
（
年

中
無
休
）

場
所　

イ
オ
ン
モ
ー
ル
各
務
原
２
階
（
那

加
萱
場
町
３
）

ＥＶＥＮＴ 01 ＥＶＥＮＴ 02
12 / 10（日） 12 / 22（金）

「暮らしをつくる新しい公共」 「かかみがはら巨大本が完成！」

「日常を、劇場に」。DIY 型賃貸のパイオニ
ア、青木純さんによる講演会です。地元・
東京都豊島区を市民のリビングにする取組
など、未来のページを開く、暮らしの物語
をお話しいただきます。
時間　13:30 ～ 15:00
場所　中部学院大学各務原キャンパス大講
義室（那加甥田町）

皆さんから募集したエピソードや写真を元
に、各務原の魅力がつまった A1 サイズの
巨大本が完成！市内の人気店や見どころ満
載の 1 冊を、ぜひご覧ください。
時間　9:00 ～　
場所　イオンモール各務原 1 階センター
コート（那加萱場町 3）
備考　23 日～ KOC で展示（1 月末まで）

NEST（巣）をイメージした「KOC
NEST」のロゴデザイン

「
ま
ち
の
魅
力
」の

発
信
拠
点

TOPIC
03

K

か

か

み

が

は

ら

A
KA

M
IG

A
H

A
RA

O

オ
ー
プ
ン

PEN
 C

ク

ラ

ス

LA
SS
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くらし　けんこうと くらし　けんこうと

日時　12 月16 日（土）　13:30 ～
15:00
場所　産業文化センター 2 階第
3 会議室（那加桜町 2）
内容　 ▽「木曽川がつくった地
形と地名」松尾裕・地名文化研
究会副会長 ▽「万葉集と岐阜の
地名」稲垣和秋・岐阜聖徳学園
短期大学講師
費用　500 円（会員は無料） 
詳細　濃尾・各務原地名文化研
究会・阿部☎ 058-370-4425

地名文化研究会
第 5 回定例講演会

学びの森
イルミネーション

　約 300 ｍに渡って続くイチョ
ウとメタセコイヤの並木道「学
びの森プロムナード」に、約
20 万球のイルミネーションが
点灯します。
期間　 12 月 9 日～平成 30 年 1
月 31 日　17:00 ～ 22:00
場所　 学びの森プロムナード

（那加雲雀町）
備考　期間中は、市民公園の噴
水もライトアップします
詳細　河川公園課☎ 058-383-11
11 内線 2755

海外派遣
小学生を募集

　各務原国際協会では、小学生
の海外派遣事業を行います。
　現地の自然に触れたり、平和
学習を受けたりすることで、海
外に対する理解を深めます。
期 間　 平 成 30 年 3 月 27 日 ～
30 日（3 泊 4 日、予定）
場所　アメリカ合衆国グアム準
州グアム島
対象　市内在住の小学校 5・6 年
生（市外に通学する児童も可）
定員　8 人（選考）
内容　自然体験、平和学習（戦
争遺跡などの見学）など
費用　自己負担額は 10 万円程
度を予定（費用の約半額を各務
原国際協会が助成）
備考　 ▽参加児童と保護者を対
象に、12 月 11日　19:00 ～産業
文化センター 2 階第 3 会議室
で事前説明会を開催（参加自由）

▽今後の国際情勢により、事業
を中止する場合があります
申込と詳細　12 月 1 日～ 20 日

（必着）までに、参加申込用紙
（市内小学校、各務原国際協会、

国際協会ウェブサイトで配布）、
参加動機の作文（400 字詰 A4
原稿用紙 2 枚程度）を観光交流
課内各務原国際協会事務局（産
業文化センター 6 階）☎ 058-38
3-1426

　広報紙裏表紙の「市民ギャラ
リー」では、絵画や書、工芸品な
ど、市内で作品を作っている方
と、その作品をご紹介しています。
　募集は随時行っています。幅
広い作品をお待ちしています。
対象　市内在住で、教室の運営
や作品の販売を行っていない方
申込と詳細　広報課☎ 058-383-
1900

力作をぜひ！
「市民ギャラリー」

　女子ホッケー日本一の座をか
け、8 チームがリーグ戦で戦い
ます。しのぎを削る最高のゲー
ムを、ぜひ会場でご観戦くださ
い。観戦は無料です。
期間　12 月 8 日～
10 日
場所　 川崎重工ホッ
ケースタジアム（下
切町 6）
詳細　川崎重工ホッケースタジ
アム☎ 058-380-2211

全日本女子
ホッケー選手権

　各務原特別支援学校の生徒に
よる美術作品展と演奏会を開催
します。ぜひ、会場にお越しく
ださい。

【美術作品展（絵画・工作など）】
期間　12 月 9 日～ 18 日
場所　産業文化センター 1 階エ
ントランスホール（那加桜町 2）

【演奏会（ハンドベルなど）】
期日　12月15日（金）　① 11:30
～ 12:00 ② 13:00 ～ 13:30
場所　イオンモール各務原 1 階
センターコート（那加萱場町 3）
詳細　各務原特別支援学校☎ 05
8-383-1268

各務原特別支援学校
作品展と演奏会

　市民の方に限り、期間中はワ
ンコインで入村できます。
期間　12 月 2 日～ 24 日（11 日・
12 日・18 日・19 日は休み）
費用　500円（通常は大人1700円、
65 歳以上・大学生 1300 円、高
校生 1000 円、小・中学生 600 円）
備考　 ▽市在住の証明が必要 ▽

12 月 2 日 ～ 平 成 30 年 2 月 18
日の土・日曜日、祝日と、12
月 29 日・30 日、1 月 2 日・3 日
の日没～ 20:00 に「明治建築を
てらすイルミネーション  きらめ
き明治村」を開催
詳細　博物館明治村（犬山市字
内山 1）☎ 0568-67-0314

博物館明治村
市民特別入村割引

みんなの市民憲章
夢と安らぎのある

明るいまちをつくります
　毎月第 3 日曜日は、「家庭
の日」です。テレビやスマ
ホは少しお休みして、1 日に
あったことなどを話し合い、
一緒に過ごす時間を作りま
しょう。
　　　　市民憲章推進協議会

　年末調整は、毎月の給与など
から源泉徴収した、所得税・復
興特別所得税の合計額と、その
人が１年間に納めるべき所得
税・復興特別所得税との差額を
精算するものです。
対象　「給与所得者の扶養控除
等申告書」を、年末調整を行な
う日までに提出している方

【配偶者や扶養親族の方の収入
の全てを確認してください】
　収入金額により、扶養控除・配
偶者控除・配偶者特別控除がで
きない場合があります。

【2 人以上の方が、同じ人を扶
養親族にはできません】
　共働きの夫婦が子どもを両方
の扶養親族にした場合や、兄弟
が親を両方の扶養親族にした場
合などは、どちらか一方は扶養
控除が受けられません。

【共通事項】

▽申告に誤りがあると、後日、所
得税や住民税が追加徴収されま
す ▽申告書に記載した内容に間
違いがあると気付いたら、すみ
やかに勤務先に申し出て、年末
調整の再調整を行ってください
詳細　岐阜南税務署☎ 058-271-
7111

年末調整を受ける
サラリーマンの方へ

　国税の申告・納税は、インター
ネットの「イータックス（電子
申告・納税システム）」をご利
用ください。利用には、市民課
窓口で発行するマイナンバー

（個人番号）カードなどの電子
証明書が必要です。

【イータックスの利点】

▽源泉徴収票などの提出が省略
可能（確定申告期限から、5 年
間は税務署から提出・提示を求
められる場合あり） ▽書面で提
出した場合より、還付金を早く
受け取ることができる
詳細　 ▽イータックス＝岐阜南
税務署☎ 058-271-7111、ウェブサ
イトhttp://www.e-tax.nta.go.jp

▽ マイナンバーカード＝市役所
市民課☎ 058-383-1078

国税の申告・納税
はイータックスで

　結婚相談所で、結婚相手を探
しませんか。
相談日時　毎週水・土曜日（祝
日は休み）　9:30 ～ 15:00
場所　産業文化センター 5 階

（那加桜町 2）
申込　写真 2 枚（顔写真と全身
写真）と本人確認書類を持参し
て直接、市結婚相談所
詳細　市結婚相談所☎ 058-383-
6212（開設日のみ）、まちづく
り推進課☎ 058-383-1884

市結婚相談所
登録者募集 　万が一、航空機事故などが発

生した場合に、被害を最小限に
抑えるため、法律に基づく訓練
を行います。
　訓練に伴って黒煙が発生しま
すが、環境に配慮し、灯油の使
用は最小限にしています。ご理
解をお願いします。
日時　12 月 7 日（木）　5:55 ～
8:30（荒天時は 8 日）
場所　航空自衛隊岐阜基地内
詳細　航空自衛隊岐阜基地渉外
室☎ 058-382-1101 内線 2271

岐阜基地航空機
救難消防訓練

　 消 防 団 が 年 末
に、巡回・広報な
どで警戒活動を実
施します。戸締り・
火の元に気をつけ
て、新年を迎えましょう。

【平成 29 年度全国統一防火標語】
「火の用心  ことばを形に  習慣に」

詳細　消防本部総務課☎ 058-
382-3136

消防団年末夜警

　12 月 4 日～ 10 日の 1 週間は
「人権週間」として、全国的に

さまざまな行事が行われます。
【人権相談を行っています】

　人権に関する相談を、人権擁
護委員に相談できます。相談は
無料で、秘密は固く守られます。
日時　毎月第 1 金曜日　13:00 ～
16:00
場所　市役所 4 階市民相談室
申込と詳細　まちづくり推進課
☎ 058-383-1884

第 69 回人権週間
考えよう「人権」

　来年度小学校へ
入学するお子さん
の 家 庭 に、12 月
中に入学通知書を
市教育委員会から
郵送します。
対象　平成 23 年 4 月 2 日～平
成 24 年 4 月 1 日生まれの方
備考　以下の場合はご連絡くだ
さい ▽ 入学通知書が 12 月中に
届かないとき ▽国立・私立小学
校、または県立の特別支援学校
などの小学部へ入学するとき ▽

住所・氏名など、記載事項に誤
りがあったとき ▽住所などを変
更した、または入学日までに変
更する予定があるとき ▽他の市
町村発行の入学通知書をお持ち
のとき ▽病気、その他やむを得
ない理由のため、就学猶予・免
除を希望するとき
詳細　学校教育課☎ 058-383-11
18

お届けします
小学校入学通知書
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甲種防火管理
再講習

日時　平成 30 年 1月18 日（木） 
9:10 ～ 11:30
場所　消防本部 2 階研修室（那
加桜町 1）
定員　30 人（申込順）
費用　1500 円（当日支払）
備考　詳細は市ウェブサイト参照
申込と詳細　12 月 12 日～ 1 月
10 日に写真（縦 3.5 ㎝×横 3 ㎝）
1 枚を添えて、予防課☎ 058-382-
3137

　12 月 11 日～ 20 日は、「年末
の交通安全県民運動」期間です。

【無事故で年末  笑顔で年始】

▽夕暮時や夜間の外出時は、明
るい服装や夜光反射材を身に付
けたり、車のライトを早め（12
月は 16:00 目安）に点灯したり
して、交通事故を防止しましょ
う ▽飲酒運転を根絶しましょ
う ▽全ての座席のシートベルト
とチャイルドシートの正しい着
用を徹底しましょう
詳細　まちづくり推進課☎ 058-
383-1997

年末の交通安全
県民運動

【教育相談】
　学校や家庭での教育や子育て
に関する悩みを持つ保護者や
小・中学生の皆さんからの相談
に応じます。
相談日時　毎週火～土曜日　
9:00 ～ 17:30（祝日を除く）　
相談専用電話　☎ 058-383-7290

【保護者会】
　お子さんが学校に行きづらい
など、同じ悩みを持つ保護者の
方の会を行います。
日時　12 月 14 日（木）、平成 30
年 1 月19日（金）　14:00 ～ 15:30

【共通事項】
場所　教育センター（那加門前
町 3、中央図書館 4 階）
詳細　教育センター「すてっぷ」
☎ 058-383-7291

教育センター
教育相談・保護者会

　毎月第 4 木曜日に行う「女性
のための法律相談」は、12 月
は第 3 木曜日（12 月 21 日）に
開催します。
　また、毎週火曜日に行う「法
律相談」は、第 4 火曜日（12
月 26 日）は実施しません。ご注
意ください。
申込と詳細　まちづくり推進課
☎ 058-383-1884

「女性のための法律
相談」日程の変更

　住宅や倉庫など、家屋の一部
または全部を取り壊したときは、
資産税課へ申請してください。
対象　平成 29 年 12 月 31 日ま
でに家屋を取り壊した方
申請方法　資産税課にある「家
屋滅失申請書」を提出
詳細　資産税課☎ 058-383-4840

家屋を取り壊した
ときは申請を

　「総合消費料
金に関する訴訟
最終告知」、「少
額消費料金未納
に関する訴訟最
終通知」などと題したはがきが
届いたという相談が多く寄せら
れています。文面には、財産の
差し押さえを強制的に執行する
などと不安をあおり、本人から
の連絡を求める内容です。
　このようなはがきを受け取っ
ても、絶対に連絡しないでくだ
さい。不安に感じる場合には「消
費者ホットライン☎ 188（いや
や）」、市消費生活相談室へご相
談ください。
詳細　まちづくり推進課内消費
生活相談室☎ 058-383-1884

架空請求はがきに
ご注意を !!

　市公式 LINEでは、
市内のイベント、防
災や子育て情報を
発信しています。
ユーザー名　各務原市
ID　@kakamigahara
詳細　広報課☎ 058-383-1900

友だち登録してね
市公式 LINE

　裁判所では、新しくできた制
度や裁判手続きを知ってもらう
ために、毎月テーマを決めて、
ウェブサイトhttp://www.courts.
go.jp/index.html で紹介してい
ます。ぜひご覧ください。
詳細　岐阜地方裁判所事務局総
務課☎ 058-262-5122

12 月は「法とここ
ろをつなぐ」

【市税】

▽ 休日相談日時＝12 月 9 日（土）
10:00～17:00 ▽ 夜間相談日時＝
12 月8 日（金）・11日（月）　17:15
～ 20:00
場所　市役所１階税務課

【国民健康保険料】

▽ 休日相談日時＝12 月 9 日（土）
13:00 ～ 17:00 ▽ 夜間相談日時
＝12 月 8 日（金）、11 日～ 14 日
17:15 ～ 20:00
場所　市役所１階医療保険課

【共通事項】
備考　 ▽ 本庁舎北側地下入口か
らお入りください ▽ 上記時間中
は、電話での納付確認を実施
詳細　 ▽ 市税＝税務課☎ 058-
383-4773 ▽ 国民健康保険料＝
医療保険課☎ 058-383-1112

12 月の休日・夜間
納付相談

　毎年度末は、自動車の名義変
更や住所変更、廃車などの手続
きのため、窓口が大変混雑しま
す。手続きをする方は、早めの
対応をお勧めします。
詳細　 ▽ 普通自動車・125cc を
超えるオートバイ＝中部運輸局
岐阜運輸支局登録部門☎ 050-
5540-2053 ▽軽自動車＝軽自動
車検査協会岐阜事務所＝ 050-38
16-1775 ▽ 125cc以下のオートバ
イ＝市税務課☎ 058-383-4703

自動車の廃車など
手続きはお早めに

12月25日（月）まで

介護保険料　12月分
国民健康保険　 7 期
後期高齢医療　 6 期

今月の

納　税

　スーパーなど小売業の陳列や
品出し、バックヤード業務など
を学びます。
期日　平成 30 年 1 月24 日（水）・
25 日（木）（全 2 回）
場所　各務原勤労会館（那加雲
雀町）
対象　下記のすべての条件を満
たす方 ▽ 県内に在住の 60 歳以
上 ▽就業意欲がある ▽ シルバー
人材センター入会希望の方やシ
ルバー人材センター会員
定員　10 人（選考）
備考　 ▽募集要項は、高齢福祉
課、商工振興課、東亜町会館入
口のチラシでご確認ください ▽

受講決定者にのみ連絡します
申込と詳細　1 月 10 日（必着）
までに、受講申込書に必要事項
を記入し、郵送またはファクス
で、〒 500-8145 岐阜市雲井町
3-12、県シルバー人材センター
連合会　 058-248-9730 ☎ 058-
249-0228

「スーパースタッフ」
講習受講者募集

　近年、全国
的に空き家が
増加傾向にあ
り、適切に管
理されていない空き家が、地域
住民の生活環境に影響を及ぼす
事例が発生しています。
　空き家の所有者などを対象
に、建築や不動産の専門家が無
料で相談に応じます。ぜひご利
用ください。
日時　平成 30 年 1 月24 日（水）
10:00 ～ 16:00
場所　県水産会館第 3 会議室（岐
阜市薮田南 1-11-12）
定員　5 人程度（申込順）
内容　空き家の適正管理や利活
用（売買・賃貸）、解体などに
関する相談
申込と詳細　1 月 17 日までに、
県住宅供給公社☎0584-81-8511

空き家・すまい総合
相談室 出張相談会

　冬場は、暖房器具の使用によ
り、二酸化炭素の排出量が特に
多くなります。地球温暖化防止
のカギは、一人一人のエコライ
フへの取組が握ります。
　エネルギーの消費を抑えるた
め、家庭での節電など身近なこ
とから二酸化炭素の排出量を減
らし、美しい環境を未来に残し
ていきましょう。
取組例　 ▽ 暖房の設定温度は
20 度を目安にする ▽ 長期間使
わない電化製品のプラグをコン
セントから抜く ▽車の運転時に
はエコドライブを心がける
詳細　環境政策課☎ 058-383-42
32

12 月は地球温暖化
防止月間

危険物取扱者試験
受験準備講習

【県予備講習（甲種、乙種全類、
丙種）】
期日　平成 30 年 1月29 日（月）・
30 日（火）（全 2 回）
場所　県シンクタンク庁舎（岐
阜市薮田南 5）
申込期間　12 月15日～1 月12 日

【市予備講習（乙種 4 類）】
期日　平成 30 年 1 月 25 日（木）
場所　産業文化センター（那加
桜町２）
申込期間　12 月 1 日～ 1 月 24 日
備考　詳細は市ウェブサイト参照

【共通事項】
備考　危険物取扱者試験の申込
は、1 月 11 日～ 19 日（電子申
請は 1 月 8 日～ 16 日）に消防
試験研究センター岐阜県支部

（岐阜市薮田南 1）
申込と詳細　予防課☎ 058-382-
3137

　食べられるの
に捨てられてし
まう「食品ロス」
を削減し、ごみ
を減らしていきましょう。
　外食の機会が増える時期で
す。会話も料理もしっかり楽し
みましょう。

【食品ロス削減のポイント】

▽「賞味期限」を過ぎてもすぐ廃
棄せず、自分で食べられるかど
うか判断する ▽必要な食品を必
要な時に、必要な量だけ購入す
る ▽ 食べ切れなかった場合は、
他の料理に作り替えるなど、献
立や調理方法を工夫する ▽宴会
では、乾杯後 30 分、お開き前
10 分は、自席で食事する「3010
運動」を心がける
詳細　環境政策課☎ 058-383-42
30

「食品ロス」を
削減しましょう

FAX
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くらし　けんこうと くらし　けんこうと

　

社会福祉制度の相談なども受
け付けます。気軽にご相談くだ
さい。
日時　12 月 19 日（火）　13:00～
14:20
場所　市役所 1 階社会福祉課相
談室（那加桜町１）
備考　事前予約制です
申込と詳細　社会福祉課☎ 058-
383-1252

精神保健福祉士
こころの健康相談

　年度末年齢が 40 ～ 69 歳の
方は、無料で受けられます。
期間　平成 30 年 2 月 28 日まで
場所　市内指定医療機関
対象　市に住民登録があり、年
度末年齢 40 歳以上の方。ただ
し、以下に該当する方を除く ▽

大腸に関する病気で治療中また
は通院中 ▽  職場などで受診す
る機会がある
費用　500 円（年度末年齢が 69
歳までの方は無料）
内容　便潜血検査、診察（希望
者）
申込　直接、市内指定医療機関
備考　70 歳以上の生活保護世
帯の方は無料。検診前に必ず健
康管理課での手続が必要
詳細　健康管理課☎ 058-383-11
15

受けよう！
大腸がん検診

備考　400mL 限定会場
詳細　健康管理課☎ 058-383-75
70

1 月の「愛の献血」

期日 受付時間 場所

1月21 日
（日）

9:30 ～ 12:00
アピタ
各務原店13:30 ～ 16:00

トを記入し、持参してください
【共通事項】

受付時間　13:00 ～ 13:30
対象地区　▽ 総合福祉会館＝那
加・川島・蘇原・稲羽地区▽ 東
保健相談センター＝鵜沼地区
持参品　母子健康手帳、問診票

（記入済のもの）
備考　 ▽ 仮番号札を 12:30 ～配
布 ▽ 指定日に受診できない場
合、別地区でも受診可 ▽前月ま
での対象児で受診されていない
方は、今回受診可 ▽駐車料金の
補助あり
詳細　健康管理課☎ 058-383-11
15、東保健相談センター☎ 058-
379-7888

1 月の
乳幼児健康診査

【4 か月児健康診査】

内容　医師の診察、身体計測、
栄養・育児などの相談

【11 か月児健康診査】

	
	

内容　医師の診察、身体計測、
歯科・栄養・育児などの保健相談

【1 歳 6 か月児健康診査】

内容　医師・歯科医師の診察、
身体計測、個別相談
備考　▽ 歯みがきをして受診し
てください（歯の汚れの検査あ
り）▽ 当日幼児フッ素塗布受
診票を発行（１人 1 回分・無料）

【3 歳児健康診査】

内容　医師・歯科医師の診察、
尿検査、聴覚検査、身体計測、
個別相談
備考　尿を入れる容器（12 月中旬
郵送）と目と耳に関するアンケー

　心身ともに健やかな子を産み
育てるため、思春期、妊娠・出
産、子育てなどに関する相談を
行っています。一人で悩まない
で、気軽にご相談ください。事
前に予約が必要です。
詳細　健康管理課☎ 058-383-11
15、東保健相談センター☎ 058-
379-7888

母と子の健康相談

　認知症や家族の方など、誰で
も集える憩いの場です。気軽に
ご参加ください（事前申込不要）。

【オレンジカフェ八木山】
日時　12 月 11 日（月）　13:00 ～
15:00
場所　ささえあいの家（つつじ
が丘 4）
詳細　カーサ ･ レスペート☎
058-385-3912

【さくらカフェ in Blue café】
日時　12 月 14 日（木 )　13:30 ～
15:30
場所　Blue café（那加門前町 3）
費用　200 円
内容　みんなで歌うクリスマス
会（歌声喫茶）～尾崎章先生と
ともに～
詳細　社会福祉協議会☎ 058-38
3-7624

【らららカフェ】
日時　12 月 18 日（月）13:30 ～
15:30
場所　飛鳥美谷苑（那加西市場
町 7）
費用　200 円
詳細　飛鳥美谷苑☎ 058-371-30
81

【こころカフェ  ぽかぽか】
日時　毎週土曜日　10:00～12:00

（12 月 23 日・30 日は休み）
場所　NPO 福祉サポートセンター
各務原東隣（鵜沼三ツ池町 5）
費用　200 円
詳細　かかみ野☎ 058-384-8844

12 月の
「認知症カフェ」

期日 場所 対象出生児

9 日
（火）

総合福祉会館

平成 29 年
8 月 1 日～ 15 日

10 日
（水）

平成 29 年
8月16 日～31日

12 日
（金）

東保健相談
センター

平成 29 年 8 月

期日 場所 対象出生児

29 日
（月）

総合福祉会館

平成 29 年 2 月
30 日

（火）
東保健相談
センター

期日 場所 対象出生児

15 日
（月）

総合福祉会館

平成 28 年
6 月 1 日～ 15 日

16 日
（火）

平成 28 年
6月16日～30日

17 日
（水）

東保健相談
センター

平成 28 年 6 月

期日 場所 対象出生児

22 日
（月）

総合福祉会館

平成 26 年
12月1日～15日

23 日
（火）

平成 26 年
12月16日～31日

24 日
（水）

東保健相談
センター

平成 26 年12 月

健診などに駐車料を補助

　健診時などに総合福祉会館
周辺の市の有料駐車場を利用
し、3 時間を超えた方に駐車
補助券をお渡しします。
対象となる健診など　広報紙
の記事の備考欄に記載　
申込と詳細　母子健康手帳と
駐車場入口で受け取った駐
車券を持参し、健康管理課☎
058-383-1115

　インフルエンザに感染しな
い、させないために、予防を徹
底しましょう。

【日ごろから心がけましょう】
▽ 外から帰宅したら「手洗い、

うがい」を習慣に ▽熱・咳・く
しゃみの症状にはマスクを着用

▽せきエチケットを心がける ▽

栄養と睡眠を十分にとる ▽室内
を適度な温度・湿度に保つ ▽人
ごみに出かけることを避ける
詳細　健康管理課☎ 058-383-11
15

インフルエンザを
予防しましょう

　接種期間を延長しました。
期間　平成 30 年 1 月 31 日まで
場所　市内指定医療機関（要予約）
対象　①接種時 65 歳以上の方②
60 ～ 64 歳の方で、心臓、腎臓ま
たは呼吸器の機能に自己の身辺
の日常生活が極度に制限される
程度の障がいを有する方、または
ヒト免疫不全ウイルスにより免
疫機能に日常生活がほとんど不
可能な程度の障がいを有する方
で、身体障害者手帳1級を持つ方
費用　1500 円（対象者で、生活
保護世帯の方は免除）
持参品　本人確認書類（保険証
など）、健康手帳（お持ちの方）
備考　 ▽ 接種回数は 1 人 1 回 ▽

市外施設入所者、長期入院により
市内指定医療機関で接種困難な
方、県内のかかりつけ医で接種希
望の方は接種前に健康管理課へ

▽上記、対象②の方と、対象者で
生活保護世帯の方は印鑑、マイナ
ンバー通知カード、本人確認書
類（②の方は身体障害者手帳）を
持参し、接種前に健康管理課へ
詳細　健康管理課☎ 058-383-11
15、東保健相談センター☎ 058-
379-7888

高齢者インフル
エンザ予防接種

　障がい者雇用
に関心のある企
業 や 障 が い を
持った当事者と
家族、障がい者就労を支援する
支援機関が集まり、3 者を結び
付けるイベントを開催します。
ぜひご参加ください。
日時　平成 30 年 1 月 13 日（土）
13:00 ～ 16:30
場所　産業文化センター 1 階あ
すかホール（那加桜町 2）
詳細　社会福祉課☎ 058-383-12
52

障がい者お仕事
発見フェア

日時　12 月14 日（木）　14:00 ～
15:00（開場 13:30）
場所　東海中央病院 3 階大会議
室（蘇原東島町 4）
内容　「高血圧と塩分
制限 」松尾一宏・東
海中央病院循環器内
科医師
詳細　東海中央病院☎ 058-382-
3101

東海中央病院
すこやかセミナー

　「住み慣れた
地域で暮らす・
顔の見える関係
づくり」を目指
して、講演会を
開催します。ぜ
ひ気軽にご参加ください。
日時　12 月 12 日（火）　19:30 ～
21:00
場所　飛鳥美谷苑（那加西市場
町 7）
内容　「在宅医療の現場では」
木田盛夫・木田医院ファミリー
クリニック院長
詳細　飛鳥美谷苑☎ 058-371-30
81

生活圏域
ネットワーク会議

テクノプラザ
CAD 研修

【CAD 設計技術者が学ぶ機械製
図 応用】
期間　12 月 7 日～ 8 日（2 日間）
費用　1 万 6200 円

【AutoCAD LT 基礎】
期間　12月11 日～12日（2日間）
費用　1 万 4400 円

【CAE 基礎知識（works simulat
ion）】
期日　12月 12 日（火）
費用　1 万 2240 円
備考　市内の方の費用（市・県
減免適用後。大企業は除く）
詳細　VR テクノセンター☎ 058-
379-6370
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カルチャー カルチャー

〒 504-0813 蘇原中央町 2-1-8    
㊡月曜日、祝日

S
TA
G
E 市民会館・文化ホールの

コンサート / イベント

市民会館・文化ホール
☎ 058-389-1818

〒 504-0813 蘇原中央町 2-1-8
㊡月曜日（祝日を除く）

■合歓の木幼稚園遊戯会
日時　12 月 2 日（土）　9:10 ～（開場 9:00）
場所　市民会館
詳細　合歓の木幼稚園☎ 058-384-2821
■合歓の木南幼稚園遊戯会
日時　12 月 3 日（日）　9:10 ～（開場 9:00）
場所　市民会館
詳細　合歓の木南幼稚園☎ 058-370-2222
■第 14 回ドレミの会♪音楽教室
　クリスマスコンサート
日時　12 月 10 日（日）　13:00 ～（開場 12:40）
場所　文化ホール
詳細　ドレミの会♪音楽教室・谷口☎ 058-382-4482
■ホワイエコンサート「平安桜  新春コンサート」
日時　平成 30年1月18日（木）　12:30～（開場12:00）
場所　市民会館ホワイエ（ロビー）
出演　平安桜 （水原和希・オカリナ、小林孝弘・三
味線）
費用　大人 300 円、中学生以下無料（未就学児不可）
定員　約 100 人（申込順）　 
申込と詳細　電話などで市民会館☎ 058-389-1818

中央ライフデザインセンター
☎ 058-389-1820

C
U
LT
U
R
E

親子でチャレンジ！講座
「親子で書初め！」

日時　平成 30 年 1 月 7 日（日）　10:00 ～ 11:30
場所　蘇原福祉センター（蘇原吉新町 2）
対象　年少～小学生の子どもと保護者
定員　10 組（原則 2 人 1 組・抽選）
費用　大人のみ 300 円（受講料）
持参品　書道具
申込　12 月 19 日（必着）までに「講座名、住所、電
話番号、参加者全員の氏名、子どもの学年と年齢」
を明記し、メール chuolife@city.kakamigahara.gifu.
jp または、往復はがきで中央ライフデザインセン
ター（窓口申込の場合は、はがき 1 枚持参）

　「クリームティー」とは、
温かい紅茶とスコーンを
一緒に味わう英国式の喫
茶文化です。午後のひと
とき、　スコーンの歴史や
由来などのお話とともに、
優雅なティータイムを楽し
みませんか。
日時　平成 30 年 1 月 13 日（土）　14:00 ～ 16:00
対象　高校生までの子どものいる方
定員　12 人（抽選）
講師　小川裕子・シニアティーアドバイザー
費用　受講料 1 人 300 円、材料費 500 円
備考　お子さんの同伴も可（講座中は別室で託児）
申込　12 月 26 日（必着）までに「講座名、住所、電
話番号、参加者の氏名、年齢、託児の必要な方は
子どもの氏名、学年または年齢」を明記し、メール
chuolife@city.kakamigahara.gifu.jp ま た は、往 復 は
がきで中央ライフデザインセンター（窓口申込の場
合は、はがき 1 枚持参）

C
U
LT
U
R
E

子育てママの料理講座
「英国式ティータイムを楽しむ」

　小学生のための将棋講座
です。初心者を対象に、駒
の動かし方や上達のコツ、
礼儀作法などを学びます。
　初めての方も、お気軽に
ご参加ください。
日時　平成 30 年 1 月 20 日・27 日、2 月 10 日・17 日・
24 日、3 月 3 日・10 日・17 日　いずれも土曜日　
10:00 ～ 11:30（全 8 回）
対象　小学生
定員　24 人（抽選）
講師　柴山芳之・日本将棋連盟将棋普及指導員
費用　1200 円（受講料）
申込　12 月 26 日（必着）までに「講座名、住所、電話
番号（緊急連絡先）、参加者の氏名、学校名・学年、保
護者の氏名」を明記し、メール chuolife@city.kakamig
ahara.gifu.jp または、往復はがきで中央ライフデザイ
ンセンター（窓口申込の場合は、はがき 1 枚持参）

K
ID
S 小学生チャレンジ講座

「子ども将棋教室」

〒 509-0145 鵜沼朝日町 3-163-2
㊡月曜日、祝日

C
U
LT
U
R
E

■シェイプアップ  バレトン
　バレエとヨガの動きを取り入
れたフィットネスです。
日時　平成 30 年 1 月 24 日・2 月
7 日・14 日・21 日　いずれも水
曜日　19:30 ～ 21:00（全 4 回）
対象　体力に自信のある 60 歳くらいまでの方
定員　20 人（うち 10 人は青年館登録者優先枠）
申込開始日時　12 月 6 日　18:30 ～
■ J-POP  DANCE
　J-POP ミュージックに合わせ
て、楽しく動きましょう。
日時　平成 30 年 1 月 25 日・2 月
8 日・15 日・22 日　いずれも木
曜日　19:30 ～ 21:00（全 4 回）
対象　体力に自信のある 60 歳くらいまでの方
定員　20 人（うち 10 人は青年館登録者優先枠）
申込開始日時　12 月 6 日　19:00 ～
■リンパマッサージ  足先からひざ上までスッキリ
　ぽかぽか（女性限定）　
　冷え症にお悩みの方は必見。足の冷えを改善、む
くみを防ぎましょう。
日時　平成 30 年 2 月 3 日（土）　10:00 ～ 12:00
定員　14 人（うち 6 人は青年館登録者優先枠）
申込開始日時　12 月 16 日　10:00 ～
■お腹すっきり骨盤調整（女性限定）
　身体の軸となる骨盤から全身
を使い、引き締まったボディラ
インを作りましょう。
日時　平成 30 年 1 月 27 日、2 月
10 日・24 日、3 月 10 日　いずれ
も土曜日　10:30 ～ 11:45（全 4 回）
定員　24 人（うち 12 人は青年館登録者優先枠）
申込日時　12 月 16 日　10:30 ～

【共通事項】
費用　1200 円（リンパマッサージのみ 800 円）
申込　上記の申込開始日時に費用を持参し、東ライ
フデザインセンター（申込開始の時点で各定員を超
えた場合は、その場で抽選）

寒さを吹きとばそう
「冬の短期講座」

東ライフデザインセンター
☎ 058-384-0507

〒 509-0102 各務字車洞 6797-1
㊡なし

　1 年を通して自然を満喫できる、その季節にぴっ
たりの体験講座をご用意しています。ぜひ、ご参加
ください。
■ 7 日（日）　各務野・自然観察ウオーク
　「冬の自然遺産の森で体験しよう～春の七草探し
　とおかゆの体験～」
　古くから、新年 1 月 7 日に食べるとされている「七
草粥」。春の七草を探して、お粥を作ってみんなで
いただきましょう。
時間　10:00 ～ 12:00（雨天
決行）
費用　300 円
持参品　筆記用具、防寒着
■ 14 日（日）　各務原アルプス・トレッキング＆豚汁
　各務原アルプスの最高峰、金比羅山に登って、頂
上からの大パノラマを展望しよう！
時 間　9:30 ～ 12:00（ 雨 天
中止）
費用　500 円
持参品　昼食（おにぎり）、
飲み物、登山のできる服装
と靴
■ 21 日（日）　冬のバードウオッチング
　冬は野鳥観察には最適な季節。樹木に葉がなく鳥
を見つけやすいので、１年で最もお勧めです。
時 間　9:00 ～ 11:00（ 雨 天
中止）
費用　300 円
持参品　筆記用具、防寒着、
双眼鏡と図鑑（あれば）

【共通事項】
対象　小学生の親子（大人のみも可）
定員　30 人（申込順）
申込と詳細　12 月 1 日～、「開講日と講座名、参加
者全員の住所、氏名 、ふりがな、性別、年齢、電
話番号、返信用メールアドレス、付き添いの方がい
ればその旨」を明記し、メール shizen@wildlife.ne.
jp で NPO 法人生態教育センター自然体験塾窓口☎
090-5615-0370

N
A
TU
R
E

寒さを忘れ、冬の自然を楽しもう
1 月の「自然体験塾」

自然体験塾
☎ 090-5615-0370
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カルチャー カルチャー

〒 504-0813 蘇原中央町 2-1-8    
㊡ 12/1・4・11・18・25・28 ～ 31

K
ID
S クリスマスイベント

「とんとんのクリスマスのおはなし会」

中央ライフデザインセンター図書室
☎ 058-383-2125

　読み聞かせグループ「とんとん」によるクリスマ
スにちなんだ絵本の読み聞かせです。申込は不要で、
0 歳から楽しめます。
日時　12 月 19 日（火）　11:00 ～ 11:30

K
ID
S 「もりの本やさん  

クリスマスのおはなし会」

　読み聞かせボランティアによるクリスマスソング
や、紙芝居、大型絵本の読み聞かせなどを行います。
日時　12 月 16 日（土）　14:00 ～ 14:30

もりの本やさん
☎ 058-370-7175

〒 509-0111 鵜沼字石山 6529-2
㊡ 12/1・4・11・18・25・28 ～ 31

〒 501-6022 川島松倉町 1951-4（川島会館 3 階）
㊡ 12/1・4・11・18・25・28 ～ 31

　季節にちなんだお話の読み聞かせと、牛乳パック
で「おどるサンタ」の工作を行います。お気軽にご
参加ください。
日時　12 月 16 日（土）14:00
～ 15:00
対象　幼児・児童（小学校
低学年以下は保護者同伴）
定員　工作のみ 15 人（申
込順）
申込　工作のみ、当日 9:00
～川島ほんの家（電話可）

☎ 0586-89-5610

K
ID
S 季節にちなんだお話を読み聞かせ！

「クリスマスのおはなし会」

川島ほんの家

C
U
LT
U
R
E

■埋蔵文化財バックヤード見学
　市内の遺跡や古墳の発掘調査で出土した土器や瓦
など、遺物の整理作業を行っているバックヤードを
ご案内します。
■土器・石器鑑定局　
　個人で所蔵している土器のカケラや石器はありま
せんか。お持ちいただければ、種別や年代を調べて
お答えします。「違うかもしれないけれど」、「こん
なもの見つけた」という物でも受け付けます。
■埋文学習相談室
　郷土の歴史探求のためのテーマや、参考資料など
についてのアドバイスを行います。お気軽にご相談
ください。

【共通事項】
日時　平日（中央図書館の開館日に準ずる）　10:00 ～
16:00 のうち 30 分程度
対象　小学生以上
申込　事前に埋蔵文化財調査センター

古代の歴史に触れよう！
レギュラーメニュー講座

埋蔵文化財調査センター
☎ 058-383-1123

〒 504-0911 那加門前町 3-1-3 中央図書館 3 階
㊡ 12/1・4・11・18・25・28 ～ 31

少年自然の家
☎ 058-370-5280

K
ID
S 自然の家が「英語の家」に !?

「イングリッシュデイキャンプ」

〒 509-0143 鵜沼小伊木町 4-213
㊡月曜日、祝日

　自然の家の活動を、外国人講師と一緒に英語を
使って楽しみましょう。
日時　平成 30 年① 1 月 20 日（土）　9:00 ～ 15:40
② 21 日（日）　9:00 ～ 15:40
対象　英語に興味のある、市内の小学 6 年生～中学
2 年生
定員　各 30 人（抽選）
内容　①野外炊事（カレー・ナン）、松ぼっくりツ
リーづくり、セリトス派遣事業報告会②スリーゲー
ム、野外炊事（うどん）、科学遊び
費用　各 500 円
申込　1 月 6 日（必着）までに ▽ はがき＝「氏名、ふ
りがな、性別、学校名、学年、保護者名、郵便番号、住所、
電話番号、参加希望日（20 日、21 日、両日）、キャンセ
ル待ちをするか否か」を記入し少年自然の家 ▽市ウェ
ブサイト＝ http://www.city.kakamigahara.lg.jp/127/39
10/021625.html の「少年自然の家  楽しいイベント
がいっぱい」ページから専用フォームで申込
備考　 ▽抽選はそれぞれの日で行うため、両日参加
希望でも 1 日だけ当選する場合があります ▽はがき
に限り兄弟姉妹のみ連名申込可 ▽ 兄弟姉妹・友人と
当落をともにする場合はその旨を明記（活動グルー
プは別になります） ▽ 抽選結果は締め切り後、1 週間
以内に郵送で通知 ▽ウェブメールでの応募が完了し
たときは「申込完了メール」を返信します ▽食物ア
レルギーのある方は、申込前に必ずご相談ください

〒 501-6021 川島笠田町 1453
㊡ 12/11

世界淡水魚園水族館 アクア・トト ぎふ
☎ 0586-89-8200

N
A
TU
R
E

楽しいイベントがいっぱい！
アクア・トト ぎふ 12 月のイベント

■企画展「そのなまえヘンテコリン～へんな名前の
　生き物たち～」
　スベスベマンジュウガニやオジ
サンなど、淡水魚や昆虫、植物、
さまざまな分野からユニークな名
前がつけられた生き物が大集合！
名前の由来とともにご紹介します。
期間　12 月 16 日～平成 30 年 4 月 8 日
■テーマ水槽
　「デンキウナギでクリスマスツリー点灯 !?」
　デンキウナギの発電に反応して、クリスマスツ
リーのイルミネーションが輝きます。
期間　12 月 25 日まで
備考　入館料は不要です
■クリスマス特別水槽「ホワイトクリスマス」
　白色の生き物たちが、かわいく水槽を彩ります。
期間　12 月 25 日まで
■冬の年パスキャンペーン
　期間中、年間パスポートを新規購入または更新で、

「あったかブランケット」1 枚プレゼント！
期間　平成 30 年 1 月 8 日まで

【共通事項】
入館料　大人 1500 円、65 歳以上 1350 円（年齢の
証明が必要）、中・高校生 1100 円、小学生 750 円、
幼児（3 歳以上）370 円

M
U
S
IC

日時　平成 30 年3月10 日（土）　14:00 ～（開場 13:30）
場所　文化ホール（蘇原中央町 2）
出演　ズーラシアンブラス（金管五重奏）、サキソ
フォックス（サックス）、弦

つる

うさぎ（ピアノ）
費用　1500 円（全席指定）
チケット　12 月 6 日　10:00 ～、
いきいき楽習課（産業文化セン
ター 6 階）、市民会館、チケッ
トぴあ（P コード 344-683）
備考　 ▽ 0 歳から入場可 ▽ 3 歳以下のひざ上鑑賞
は無料（席に座る場合はチケットが必要です）

親子のためのクラシックコンサート
「音楽の絵本～ダンディズム」

〒 504-0912 那加桜町2-186   産業文化センター 6 階
㊡土・日曜日、祝日

市文化協会（いきいき楽習課内）
☎ 058-383-1042

中央図書館
☎ 058-383-1122

　市国際交流員、児童合唱団「かかみのキッズ」、
岐阜各務野高校の生徒たちによる、クリスマスにち
なんだ読み聞かせです。
日時　12 月 23 日（土）　13:30 ～ 15:00（開場 13:00）
場所　中央図書館 4 階 多目的ホール

B
O
O
K 楽しいお話がいっぱい！

「クリスマスのおたのしみ会」

〒 504-0911 那加門前町 3-1-3
㊡ 12/1・4・11・18・25・28 ～ 31

■絵手紙合同展～中村英子とその仲間たち～
期間　12 月 13 日～ 17 日　10:00 ～ 16:00（17 日は
15:00 まで）
詳細　絵手紙ハッピーフレンド・尾関☎ 058-382-
1561
■ハナムラ・ヒロユキ＆松久玄の世界（絵画展）
期間　12 月 21 日～ 24 日　 10:00 ～ 18:00（24 日は
17:00 まで）
詳細　花村☎ 090-5459-5510

A
R
T 皆さんの力作を展示

中央図書館 3 階展示室 A・B
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毎月 1日号に掲載

健康に役立つ情報をお届け！
み ん な 集 合

登場していただける団
体・サークルを募集中！
詳細は広報課☎ 058-
383-1111（内線 2151）

File № 12-1                                                 

KIDS in Kakamigahara

他
の
学
年
が
競
技
を
行
っ
て
い

る
時
に
、
白
団
の
み
ん
な
が
指

示
が
な
く
て
も
応
援
し
て
い
た

姿
を
見
た
か
ら
で
す
。だ
か
ら
、

安
心
し
て
応
援
合
戦
に
挑
む
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

み
ん
な
の
が
ん
ば
り
で
、
白

団
は
見
事
に
優
勝
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
み
ん
な
が
支
え

て
く
れ
た
お
か
げ
で
、
団
長
と

し
て
や
り
切
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

ぼ
く
の
心
は
、
空
の
色
と
同

じ
く
澄
ん
だ
気
持
ち
に
な
り
ま

し
た
。
赤
団
の
が
ん
ば
り
も
す

ば
ら
し
く
、
緑
苑
小
全
員
で
運

動
会
が
創
れ
た
と
思
い
ま
す
。

文
・
６
年　

谷
口
湧ゆ

う
た大

さ
ん

みんなでつかんだ優勝旗
緑苑小学校

　
「
口
の
健
康
」と
言
え
ば
、
む

し
歯
や
歯
周
病
予
防
に
関
心
が

向
き
が
ち
で
す
が
、
高
齢
の
方

は
口
の
機
能
の
低
下
予
防
が
重

要
で
す
。

　

む
し
歯
や
歯
周
病
に
限
ら
ず
、

歯
の
か
み
合
わ
せ
が
悪
く
な
っ

た
り
、
噛か

む
力
が
低
下
し
た
り

す
る
と
、
物
は
食
べ
に
く
く
な

り
ま
す
。
食
べ
に
く
く
な
る
と

食
べ
る
量
が
減
り
、
気
が
付
か

な
い
う
ち
に
栄
養
不
足
や
免
疫

力
低
下
を
招
い
て
し
ま
い
ま
す
。

　

ま
た
、
唾
液
の
分
泌
が
低
下

し
、
口
の
中
が
渇
き
、
飲
み
込

む
力
が
低
下
す
る
と
、
食
べ
物

や
飲
み
物
が
誤
っ
て
気
道
に
入

り
、
誤
嚥え

ん

性
肺
炎
な
ど
を
引
き

起
こ
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　

私
た
ち
は
ソ
フ
ト
ミ
ニ
バ

レ
ー
を
楽
し
む
元
気
な
仲
間
の

集
ま
り
で
す
。
競
技
は
、
普
通

の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
よ
り
や
や
大

き
め
の
柔
ら
か
い
ボ
ー
ル
を

使
っ
て
行
う
、
初
心
者
で
も
安

心
し
て
楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
で

す
。
ゲ
ー
ム
は
４
人
で
チ
ー
ム

を
組
み
、
相
手
の
コ
ー
ト
に
必

ず
３
回
で
返
す
と
い
う
ル
ー
ル

で
す
。

　
「
各
務
原
さ
く
ら
ん
ぼ
」
は
、

市
内
３
カ
所
の
練
習
場
所
ご
と

に
チ
ー
ム
を
作
り
、
60
～
80
歳

代
の
メ
ン
バ
ー
が
和
気
あ
い
あ

い
と
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
尾
崎

チ
ー
ム
で
は
、

食
事
会
を
し
た

り
、
バ
ス
旅
行

に
行
っ
た
り
し

て
、
親
睦
を
深

め
て
い
ま
す
。

　

メ
ン
バ
ー
に

は
、
子
育
て
時

代
に
「
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
」
で

が
ん
ば
っ
て
い
た
仲
間
も
た
く

さ
ん
い
ま
す
。
中
に
は
、
お
孫

さ
ん
が
６
人
も
い
る
方
も
お

り
、
今
で
は
皆
さ
ん
「
い
い
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
」
で
す
。

　

練
習
は
、毎
週
行
っ
て
お
り
、

３
カ
所
で
総
勢
30
人
ほ
ど
が
参

加
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
３
カ

所
の
チ
ー
ム
が
集
ま
る
交
流
試

合
を
毎
年
行
っ
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
秋
に
は
合
同
チ
ー
ム
を

作
り
、
高
山
市
で
の
試
合
に
も

出
場
し
て
い
ま
す
。

　

長
ら
く
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
か
ら

離
れ
て
い
た
方
も
、
一
度
練
習

を
見
に
来
て
く
だ
さ
い
。
懐
か

し
い
メ
ン
バ
ー
が
が
ん
ば
っ
て

い
る
姿
に
再
会
で
き
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　

も
ち
ろ
ん
、
初
心
者
で
も
楽

し
め
る
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

皆
さ
ん
、
ソ
フ
ト
ミ
ニ
バ
レ
ー

で
健
康
な
体
と
楽
し
い
仲
間
を

作
り
ま
せ
ん
か
。

活
動
日
・
場
所　

▽
火
曜
日
＝

那
加
第
二
小
学
校
体
育
館
（
那

加
雲
雀
町
）
▽
金
曜
日
＝
尾
崎

小
学
校
体
育
館（
尾
崎
南
町
３
）

▽
日
曜
日
＝
稲
羽
東
小
学
校
体

育
館
（
前
渡
西
町
）

申
込
と
詳
細　

西
森
☎
０
５
８

（
３
７
１
）
６
７
１
４

各務原
さくらんぼ

「
さ
わ
や
か
口
腔
健
診
」
で
、

心
身
と
も
に
健
康
な
生
活
を

　
「
さ
わ
や
か
口
腔
健
診
」
で

は
、
む
し
歯
や
歯
周
病
も
含
め

口
の
機
能
全
般
の
チ
ェ
ッ
ク
と

ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
毎

日
の
歯
と
口
の

お
手
入
れ
に
生

か
し
、
い
つ
ま

で
も
心
身
と
も

に
豊
か
で
健
康

な
生
活
を
送
っ

て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
外
出
が
困
難
な
在
宅

介
護
を
受
け
ら
れ
て
い
る
方
を

対
象
に
、
訪
問
口
腔
健
診
も
実

施
し
て
い
ま
す
。
受
診
を
希
望

す
る
方
は
医
療
保
険
課
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
さ
わ
や
か
口
腔
健
康
診
査
】

　

口
腔
機
能
低
下
や
肺
炎
な
ど

を
防
ぐ
た
め
に
、
実
施
歯
科
医

療
機
関
に
予
約
し
て
、
受
診
し

て
く
だ
さ
い
。

対
象　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

に
加
入
の
方

費
用　

２
０
０
円

持
参
品　

後
期
高
齢
者
被
保
険

者
証
、
健
康
手
帳

詳
細　

医
療
保
険
課
☎
０
５
８

（
３
８
３
）１
１
２
８

　

９
月
18
日
。
朝
起
き
て
外
を

見
る
と
、
真
っ
青
な
空
が
広

が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ぼ
く
は
、
小
学
校
生
活
最
後

の
運
動
会
で
、
団
長
を
務
め
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

練
習
初
日
は
、
緊
張
し
て
上

手
く
話
せ
ず
、
気
分
は
す
っ
か

り
曇
り
空
の
よ
う
で
し
た
。
毎

日
練
習
し
て
い
く
に
つ
れ
て
、

や
る
べ
き
こ
と
を
は
っ
き
り
伝

え
た
ほ
う
が
動
い
て
く
れ
る
と

い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

団
員
の
前
で
も
、
う
ま
く
話
せ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
練
習
最
終
日
、
ぼ

く
の
背
後
か
ら
、
団
員
た
ち
の

大
き
な
応
援
の
声
が
聞
こ
え
た

時
、「
最
初
の
こ
ろ
は
、
団
長

と
し
て
み
ん
な
に
伝
え
る
こ
と

が
う
ま
く
で
き
な
か
っ
た
の

に
、
団
員
の
み
ん
な
が
一
生
懸

命
つ
い
て
き
て
く
れ
て
い
る
ん

だ
な
ぁ
」と
す
ご
く
う
れ
し
く
、

頼
も
し
く
思
え
ま
し
た
。「
明

日
、
し
っ
か
り
で
き
る
か
な
」

と
い
う
不
安
も
消
え
て
い
き
ま

し
た
。

　

次
の
日
は
、
台
風
で
運
動
会

が
延
期
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
天
気
と
同
じ
く
不
安
に

な
っ
た
け
れ
ど
、
２
日
後
の
運

動
会
当
日
、
不
安
が
一
気
に
吹

き
飛
び
ま
し
た
。
な
ぜ
な
ら
、

想
像
以
上
に
仲
間
の
協
力
が

あ
っ
た
か
ら
で
す
。
そ
れ
は
、

本
当
に
怖
い
お
口
の
話

斎藤愛さん・岩﨑修平さん｜市機能別消防団として総務大臣感謝状受領

　

毎
年
、
消
防
団
員
数
が
相
当

数
増
加
し
た
消
防
団
に
対
し
て

総
務
省
か
ら
贈
ら
れ
る「
総
務

大
臣
感
謝
状
」。今
年
度
は
、全

国
で
34
団
体
が
選
ば
れ
、
市
消

防
団
も
そ
の
栄
誉
に
輝
い
た
。

　

そ
の
受
賞
に
最
も
貢
献
し
た

の
は
、
東
海
学
院
大
学
の
岩
﨑

修
平
さ
ん
、
中
部
学
院
大
学
の

斎
藤
愛
さ
ん
ら
が
所
属
す
る

「
機
能
別
消
防
団
」
の
存
在
に

他
な
ら
な
い
。

　

機
能
別
消
防
団
は
、消
防
団
の

一
般
団
員
と
は
異
な
り
、防
火
・

防
災
の
啓
発
活
動
や
救
命
講
習

の
補
助
活
動
に
参
加
す
る
。市
で

は
平
成
29
年
１
月
に
組
織
さ
れ
、

市
内
２
つ
の
大
学
の
学
生
30
人

で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　

岩
﨑
さ
ん
は
、現
在
４
年
生
。

将
来
の
夢
で
あ
る
救
急
救
命
士

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
よ
う

と
、機
能
別
消
防
団
に
入
団
し

た
。
主
に
、消
防
本
部
が
市
民

向
け
に
行
う
救
命
講
習
の
補
助

役
と
し
て
、月
に
１
・
２
回
、
Ａ

Ｅ
Ｄ
の
取
り
扱
い
や
応
急
手
当

の
方
法
な
ど
を
教
え
る
。「
も
っ

と
多
く
の
方
に
救
命
に
つ
い
て

知
っ
て
も
ら
い
た
い
。
そ
の
思

い
を
後
輩
に
も
伝
え
て
い
き
た

い
で
す
」
と
、
こ
の
春
に
卒
業

を
控
え
る
身
と
し
て
、後
輩
の

指
導
に
意
気
込
み
を
見
せ
る
。

　

保
育
士
を
目
指
す
３
年
生
の

斎
藤
さ
ん
は
、
保
育
園
な
ど
で

の
防
災
啓
発
活
動
の
存
在
を
知

り
、
機
能
別
消
防
団
へ
。
こ
れ

ま
で
、
市
内
保
育
園
を
回
り
、

パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
を
使
っ
た
防

災
啓
発
活
動
に
も
取
り
組
ん
で

き
た
。「
防
災
の
大
切
さ
を
子

ど
も
た
ち
に
も
ち
ゃ
ん
と
教
え

て
あ
げ
た
い
で
す
」。
参
加
す

る
う
ち
に
、
防
災
に
つ
い
て
、

自
分
自
身
が
深
く
考
え
る
よ
う

に
も
な
っ
た
と
い
う
。

　

活
動
を
通
じ
て
、
消
防
の
役

割
や
防
災
の
大
切
さ
を
学
ん
だ

２
人
。
そ
の
自
信
に
満
ち
た
表

情
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
成
長
ぶ
り

が
う
か
が
え
る
。

　

市
消
防
団
の
新
た
な
顔
と
し

て
、
頼
も
し
さ
あ
ふ
れ
る
機
能

別
消
防
団
。彼
ら
の
若
い
力
に
、

今
後
も
期
待
し
た
い
。

SAITO Honoka（左）
IWASAKI Shuhei（右）
軟式野球部に所属する岩﨑さん。
斎藤さんは友人との買い物が趣味。

若い力で、各務原市消防団を盛り上げる
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作

　・
大
堀
一
志

挿
絵
・
廣
江
貴
子

め
ざ
せ
！

　10 月 14 日・15 日に、各務おがせ町の村国座
で「子供歌舞伎」が開催されました。
【市民カメラマン：鷲主玲子さん】
3演目の歌舞伎と数々の舞踏を、小学生の皆さん
が凛々しくながらも愛らしく演じている姿は、と
てもすばらしかったです。夏からの厳しい練習を
がんばった子どもたち、そしてそれを支えてきた
地域の皆さんの姿には、伝統文化を守っていく強
い思いが感じられました。

かわいらしい動物の世界にほっこり

アジア王者の座を賭けて 親子がそれぞれの立場を学ぶ

飯沼由貴展 -PARTY-

2017女子アジアカップ 桜丘中学校で親子逆転体験

村国座子供歌舞伎

　10 月 21 日～ 11 月 5 日に、中央図書館 3階の
展示室で、洋画家・飯沼由貴さんの展覧会が開催
されました。会場には、さまざまな動物の絵 21
点が展示。来場者はかわいらしい動物の作品に癒
されていました。
　会期の初日には、ワークショップも開催。飯沼
さんが描いた猫のイラストに参加者が思い思いに
着色、重ねて貼り合せ「ねこ・ねこ・ねこのむれ」
という作品に仕上げ、会場内に展示しました。

　アジアカップは、オリンピックの中間年に4年
ごとに開催されるアジア大陸選手権大会。今大会
は8か国が参加し、10月 28日～ 11月 5日に、川
崎重工ホッケースタジアムで開催されました。
　会場では、国際大会ならではのハイレベルなプ
レーが繰り広げられ、観客からも熱い声援が送ら
れました。地元選手も出場した日本チームは、予
選リーグで2勝 1敗の 2位となったものの、準決
勝で敗退。順位決定戦で4位となりました。

　桜丘中学校で「親子逆転体験」が行われ、生徒
が家庭で掃除や洗濯を、保護者が学校で授業や給
食を体験しました。
　中学校に登校した保護者は、自分の子どもの席
に座り、「親子で進路を考える」と題した授業を
受けた後、給食も体験。参加した保護者は、「授
業も勉強になり、給食もおいしかった。子どもの
生活を学ぶよい機会になりました」と満足そうに
話していました。　　　　　　　（10 月 25 日）

　

そ
の
後
、
半
吉
は
島
田
才
二
郎
と
正
式
に

養
子
縁
組
を
結
び
名
を
島
田
魁
と
改
め
た
。

魁
は
「
先
駆
け
」
へ
と
通
じ
、
何
事
に
お
い

て
も
遅
れ
を
取
ら
ず
先
へ
先
へ
と
進
む
よ
う

に
と
願
っ
た
才
二
郎
の
命
名
だ
っ
た
。

　

魁
は
稽
古
に
精
進
し
、
才
二
郎
の
教
え
を

よ
く
守
り
日
に
日
に
腕
前
を
上
げ
て
行
っ
た
。

加
え
て
好
き
な
剣
術
に
何
の
迷
い
も
な
く
打

ち
込
め
る
こ
と
に
幸
せ
を
感
じ
て
い
た
。

　

時
は
流
れ
安
政
四
（
１
８
５
７
）
年
。
島

田
魁
、
二
十
九
歳
の
春
。
魁
は
才
二
郎
の
薦

め
で
江
戸
に
出
る
。

　

更
な
る
剣
術
の
向
上
を
願
う
才
二
郎
の
親

心
を
有
難
く
受
け
止
め
、
魁
は
牛
込
御
門
内

の
心
形
刀
流
の
坪
内
主
馬
の
門
を
潜
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

―
つ
づ
く

11

　

半
吉
は
知
っ
て
い
た
。
自
分
は
永
縄
家
の

本
当
の
子
で
は
な
い
こ
と
を
…
。
し
た
が
っ

て
弟
の
半
兵
衛
が
跡
を
取
り
、
い
ず
れ
自
分

は
家
を
出
る
運
命
だ
と
い
う
こ
と
を
子
供
心

に
体
得
し
て
い
た
。

　

翌
日
、
幼
い
時
か
ら
今
ま
で
十
分
過
ぎ
る

ほ
ど
世
話
に
な
っ
た
半
左
衛
門
夫
婦
に
深
々

と
頭
を
下
げ
て
、
半
吉
は
石
田
村
を
後
に
し

た
。
ま
だ
幼
い
弟
・
半
兵
衛
は
兄
と
の
別
れ

の
意
味
が
解
せ
ず
、
た
だ
べ
そ
を
か
い
て
い

た
。
し
か
し
、
半
吉
の
心
は
晴
れ
晴
れ
と
し

涙
は
な
か
っ
た
。

　

先
夜
、
半
左
衛
門
か
ら
こ
の
話
を
切
り
出

さ
れ
た
時
も
迷
い
は
な
か
っ
た
。
自
分
の
剣

術
を
認
め
て
く
れ
た
人
に
請
わ
れ
て
行
く
。

こ
れ
か
ら
は
思
う
存
分
に
稽
古
が
出
来
る
…

そ
う
思
い
、
半
吉
は
希
望
に
満
ち
て
大
垣
へ

と
向
か
っ
た
。
行
く
手
に
は
雪
の
被
っ
た
伊

吹
山
に
朝
日
が
当
た
り
、
半
吉
の
門
出
を
祝

福
し
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
。

【これまでのあらすじ】明治 34 年（1901）の春。永倉新八は、かつての新撰組の同志、島田魁の義弟・永縄半兵衛に、島田からの手紙

                               を読んで聞かせる。名古屋城内の御前試合で準優勝した島田は、大垣藩士の島田才二郎に才能を見い出され…

　

ら
ら
ら
は
こ
の
前
、
全
国
の
い
ろ
ん
な
と
こ

ろ
に
い
る
、
ご
当
地
キ
ャ
ラ
た
ち
と
出
会
え

る
「
ご
当
地
キ
ャ
ラ
博
in
彦
根
」
に
参
加
し
て

き
た
ら
ら
。
ら
ら
ら
の
よ
う
に
地
元
大
好
き
な

仲
間
が
い
っ
ぱ
い
で
、「
ら
ら
ら
も
が
ん
ば
ろ

う
！
」
っ
て
気
合
い
が
入
っ
た
ら
ら
。

　

市
民
公
園
で
は
、「
あ
お
ぞ
ら
子
ど
も
館
」
に

参
加
し
て
、
ち
っ
ち
ゃ
い
お
友
だ
ち
と
か
け
っ

こ
や
ダ
ン
ス
を
し
て
い
っ
ぱ
い
遊
ん
だ
ら
ら
。

　

い
よ
い
よ
年
の
瀬
、
ク
リ
ス
マ
ス
や
お
正
月

も
近
い
ら
ら
。と
い
う
こ
と
で
、ら
ら
ら
へ
の
年

賀
状
（
宛
先
は
左
記
）
も
待
っ
て
る
ら
ら
。

詳
細　

〒
５
０
４
ー
８
５
５
５
各
務
原
市
那
加

桜
町
１
の
69
、
各
務
原
市
役
所
観
光
交
流
課
ら

ら
ら
☎
０
５
８
（
３
８
３
）
９
９
２
５

ウオッチ

WATCH

市民カメラマンフォトルポ市民カメラマンフォトルポ
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貼り絵
「ハゲイトウ」

小さなころから絵や工作が大好きで、数十年前にテレビ

で貼り絵を見かけて、自己流で始めました。身近な自然

をスケッチしながら、どんな色や柄の布地を重ねていこ

うかと考えをめぐらします。端切れをどう使おうか、ワ

クワクする時間。今度は、ツワブキの可憐な花を制作し

ようと思っています。市美術展にも出品したいですね。 小島小百合さん
（鵜沼各務原町）

CITY
GALLERY

身近な自然を、端切れで表現する楽しさ

「各務原市公式 L
ラ イ ン

INE」で、子育て・イベント、
「元気ッズ」募集などの情報を逃さずゲット！

右のQRコードから、または
「@kakamigahara」で検索！

笑顔で、愛のあふれるはなのように、健やかに、

大きく成長してね。

（俊一郎さん・めぐみさん、川島松原町）

私たちのもとに生まれてきてくれてありがとう

♡奈緒は2人の大事な大事な宝物だよ！

（泰充さん・智子さん、那加門前町）

宮崎　奈
な お

緒ちゃん（H28.4.24 生）森　愛
あい

華
か

ちゃん　　（H28.12.30 生）

環境保護のため、
植物インキを
使用しています。

各務原市の
人口・世帯

人口｜ 14 万 8122 人（男　7 万 3225 人・女　7 万 4897 人）

世帯｜ 5 万 8785 世帯　　　　　  平成 29 年 11 月 1 日現在

広
報
各
務
原
　
Vol.1310

平
成
29
年
12
月
1
日
号

編
集
発
行
　
｜
　
各
務
原
市
市
長
公
室
広
報
課

〒
504-8555

岐
阜
県
各
務
原
市
那
加
桜
町
1-69

電
話
｜
058-383-1111（

代
表
）　
　
　
FAX

｜
058-389-1234

公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
｜
http://w

w
w
.city.kakam

igahara.lg.jp
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